
プログラム
１３：３０　～　１３：４０ 主催者挨拶

日本食糧新聞社　代表取締役会長ＣＥＯ 今野正義

１３：４０　～　１４：００ 開催趣旨の紹介

鹿児島大隅加工技術センター　所長 岩元睦夫　氏
食品ニューテクノロジー研究会　企画委員長

１４：００　～　１４：３０ 話題提供

「我が国食品産業のグローバル展開への期待と課題」
ＮＨＫ　解説委員室　解説主幹 合瀬宏毅 氏

１４：３０　～　１４：５０ 話題提供

「ＪＧＡＰの国際標準化への取り組み」
認定NPO法人 アジアGAP総合研究所　専務理事・事務局長 武田泰明 氏

１４：５０　～　１５：１０ 話題提供

「味の素の途上国における「持続可能性」の実践活動」
味の素株式会社　 グローバルコミュニケーション部PR・CSRグループ　

中尾洋三氏 
１５：１０ ～ １５：２５    休憩

１５：２５　～　１５：４５ 話題提供

「ネスレによる持続可能な「農業イニシアティブ」の取組み」
ネスレ日本株式会社  コーポレートアフェアーズ統括部・ステークホルダーリレーションズ室長

冨田英樹 氏
１５：４５　～　１６：０５ 話題提供

「東京オリンピック・パラリンピックの食材調達と課題」
農林水産省　生産局 農業環境対策課　農業環境情報分析官 栗原 眞 氏

１６：０５　～　１６：４５ パネルディスカッション

会　場： アキバプラザ　セミナールーム１　（６階）
日　時：

リオデジャネイロでのオリンピック・パラリンピックが終わり、人々の関心が2020年の東京オリン

ピック・パラリンピックに移って以来、選手村や関連施設で提供される「食」についての話題が耳目を

集めている。その理由の一つに、東京オリンピック・パラリンピック競技大会組織委員会から示された

「持続可能性に配慮した調達コード 基本原則」(2016年1月)に基づき検討されてきた東京大会におけ

る食材等の調達基準の全容が明らかにされたことがある。

ところで、「持続可能性」とオリンピック・パラリンピックを結びつける考え方は、先進国として多くの

原材料を途上国に依存しているイギリスが、2012年ロンドンオリンピック・パラリンピックを機会に、そ

の食材調達基準に「持続可能性」の概念を先駆けて導入した時に始まった。その考え方は、今回の

リオデジャネイロ大会に引き継がれ、上記東京大会の調達コードにも採用されている。オリンピック・

パラリンピックだけにとどまらず、「持続可能性」は特に途上国を対象にグローバル展開による成長を

期する我が国の食品産業政策において最上位に置くべき戦略的課題である。

本シンポジウムは、喫緊の課題である東京オリンピック・パラリンピックにおける食材調達基準への

対応の在り方及び、将来に向けて我が国の食品産業がグローバル展開を図る上で不可避な「持続

可能性」に焦点を当て、内外の企業による先進的取組の紹介と専門家による話題提供に続くパネル

ディスカッションを通して、関係者の理解を深めることを目的に実施する。

◎食品ニューテクノロジー研究会 会員企業無料

◎食品産業文化振興会 会員企業無料
参加費 ： １０，０００円

（税込）

～東京オリンピック・パラリンピックの食材調達基準から考える～



 ◎　セミナー情報　　http://bit.ly/Ke3If3
◎　セミナー申込　　http://bit.ly/1cSZRCk

会社名

部署／お役職

住　　　所
〒

電　話

ＦＡＸ

お名前

提供いただきました個人情報は、当該業務および当社からのご案内を目的として利用します。なお、個人情報を当該業務の委託に必要
な範囲で委託先に提供する場合や関係法令により認められる場合などを除き、お客様の許可なく第三者に提供することはありません。

FAXで０３－３４５９－４６５４までお申し込み下さい。

平成２８年１０月３１日（月）１３：３０～

〒101-0022 東京都千代田区神田練塀町3

富士ソフト秋葉原ビル ６階 セミナールーム１
TEL：03-5209-6285
※ ファリミーマート前のエレベーターで６階にお上がりください。

◇ お申込み後、請求書をお送りいたします。

◇ 受講票は発行しておりません。 当日は名刺をお持ちください。


